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ボーイング社の地域内産業連関構造の

特質 とシア トル経済
一 「航空宇宙企業都.市」.シア トルの間接雇用構造二

は じ め.に

山 縣 宏 之

本 稿 の課 題 は,世 界 最 大 の 航 空 宇宙 企業 ボ 「 イ ン グ社 が 本 拠 地 シア トル にい

か な る経 済 構 造 を創 出 して い るの か を,同 社 と地 元 都 市 経 済 との 問 に形 成 され

て い る地 域 内産 業連 関構 造 を分析 す る こ とを通 じて 明 らか にす る とこ ろ にあ る。

別 稿 に て筆 者 は,ボ ー イ ン グ社 が 「航 空 宇 宙.企業 都 市 」 シア トル の形 成 に及 ぼ

して い る直 接 的影 響 を,シ ア トル にお け る同社 の事 業展 開,社 会 ・政 治 的 側 面,

直接 雇 用 ・労 働 市 場 形 成 に 注 目 して 検 討 した㌦,引 き続 い て本 稿 で は,間 接 的

イ ンパ ク トを 中心 に検 討 す る。 同 社 の都 市 形成 に対 す る イ ンパ ク1トは,直 接 雇

用 に と どま らず,地 元 か らの 資 材 ・サ7ビ ス購 入 お よび雇 用 労 働 力 の消 費 支 出

を 通 じて創 出 さ れ る 間接 雇 用 に も及 ぶ か らで あ る。

この よ うな課 題 を解 くた め に,本 稿 で は,ボ ー イ ン グ社 と シア トル との 間 に

形 成 さ れ て い る 地域 内産 業 連 関構 造 の 特 質 を,航 空 宇宙 産業 の特 性,と りわ け

労 働 過 程 の技 術 的 特 性 に規 定 さ れ た 労 働 力 の性 質 と生産 の空 間分 業 構 造 の 特 徴

に注 目 しつ つ 明 らか に して い く。 上 記 の 分 析視 角 を採 用 す る こ とで,航 空 宇 宙

企 業 特 有 の 「企 業 都 市 」 シ ア トルが い か に して 形成 され て い るか を把 握 す る こ

とが可 能 とな るか らで あ る2〕。

1)拙 稿.「ボーイング杜の資本舗 と 「航空帽 企業都制 シアD・ の形成」10i斉論叢櫛 ・6倦

第1号,2〔X)1年1月,参 照.

2〕 このような分析視角については,同.L論 文参照。
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こ こで,本 稿 で使 用 す る デ ー タの性 質 と意 義 につ い て あ らか じめ紹 介 して お..

こ う。 本 稿 で は,「 ボー イ ング社 経 済影 響 調 査 」 を は じめ,同 社 の 地 域 経 済 波

及 効 果 に 関 す る推 計 デ ー タを使 用 して い る。 これ らの デ ー タは ワ シ ン トン州 を

集 計単 位 と して作 成 され た地 域 産 業 連 関 モ デ ル をベ ー ス に して,ボ ー イ ング社

の 膳 人 デー タ を 人力 して作 成 され た もので あ る㌔ こ の た め,デ ー タの 示 す 空

聞 的範 囲が ワシ ン トン州 で あ り,シ ア トル に は直 接 対 応 してい ない 些〕。 しか し,

ワ シ ン トン州 の事 業 所 や 被 雇 用 者 の50%近 くが シア トル に集 中 して い るた め,

上 記 の デ ー タは おお む ね シ ア トル との 連 関 を示 す と読 み 替 えて も差 し支 えな い

と考 え られ る5,。ま た,従 来 の 「企 業 都 市」 研 究 で は,基 幹 企 業 の調 達 活動 と

地 元 経 済 の 関連 を直接 示す こ とはで きず,当 該 地 域 の 業 種構 成 や 雇 用 構 成 の 分

析 と と もに,下 請 取 引 関係 を検 討 す る こ とで 基 幹 企 業 の 地 元 調 達 を 推 測 す る と

い う,い わ ば 間接 証 明 に と ど ま っ て い たの。 しか し本稿 で 採 用 レて い る デ ー タ

は,企 業 の事 業活 動 と都 市 経 済 の 関連 を直 接 証 明 す る こ とを 可 能 に して お り,

従 来 の研 究 手 法 よ りも明瞭 に基 幹 企 業 と地 元 都 市 経 済 の 関 連 を 把握 す る こ とが

で き る。

以 下 の叙 述 で は,ボ ー イ ング社 と地 元 経 済 との 関 連 を 包括 的 に 明 らか にす る.

た め に,第1節 で ボー イ ン グ社 の 地 元 か らの 資材(部 品)購 入 につ い て分 析 し,

3)本 稿 は 主 にCox,M.,"TheBoeingCompany(Washington):AnInput-OutputStudy'96ス"

Uvpvbhshcdresearchreportcompile〔IunderthesupervisionofP.J.Bourque .WashingtonIn.

.terindnsrryStndy,UniversityofWashington,1968,お よ びPascal1,G..D.Pederson,R.C【 川way,

丑.θ 勘 ε噂G3蹴 押 型 盈07犀o徽 ゴ 〃ψ"α5躍 め ・,p.24.に 依 拠 して 考 察 を進 め る。 これ ら の研 究 は

ワ シ ン ト ン州 の 上 要 な 地 域 産 業 連 関 モ デ ルWashingtonStateInputandOutputStudyお よ び

WashingtonStateEconomicSimulationMode且 に ボー イ ング 祉 の デ ー タを.人 力 して 推 計 を 行 っ

て い る。 本 稿 で は これ らの デ ー タに 基づ い て第1表 を作 成 してい る。

4)本 稿 で は ア メ リ カ 統 計 局 が]9鋤 年 時 点 で 設 定 して い る シ ア トル 主 要 都 市 圏 〔キ ン グ カ ウ ン

テ ィ ニス ノー ミ ッ シ よカ ウ シテ.f)を 考 察 の対 卑 と して い る。 以.卜.では 単 に シア トル と標 記 して

い る 。

5)U.S.Dept.ofCommer¢e ,BurcauoftheCensus,`禰 以yB鷹 説郷1㌔ 翻㎝ ぎに よ る と,ワ シ ン

トン州 の 事 業所 と被 屑 用 者 数 の うち,196ア 年 に はそ れ ぞ れ49%,46%,]9呂9年 に は45%,49%が

シア トル に 集 中 して い る。

6〕 都 丸 泰 助 ・荻 窪淳 ・遠 藤 宏.一・編 『トヨ タ と地 域 社 会」 大 月 書 店,1認7年,帯 刀治 編 「企 業 城 下

町 口立 の 「リ ス トラ」』 東宿 堂,1993年,を 参照 。.
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同社 の地 域 内調 達 構 造 を検 討 す る。 続 い て 第H節 で は サ ー ビ.ス購 入,禁 則節 で

は 同社 の雇 用 労 働 者 の 消 費 支 出 に よ る 間接 雇 用 を検 討 す る こ と に よ り,ボ ー イ

ン グ社 が シ ア トル に及 ぼ して い る経 済 的 波 及効 果 の全 体 像 を析 出す る。 最 後 に

第W節 で は,逆 に ワ シ ン トン州側 か ら見 た対 ボ ー イ ング社 依 存 度 を検 討 して.い

く。 ま た.各節 で は,戦 後 の シ ア トル に お け る ボ ー.イング社 の生 産体 制 が ほぼ 確

立 し,「 航 空 宇 宙 企 業 都 市」 と して の 性 格 が 確 立 した と考 え られ るユ967年 の

デ ー タ と,入 手 し う る最 新 の デー タで あ る1989年 の デ ー・タを 検 討 して い く7〕。

この 両年 の デ ー タを比 較 検 討 して ゆ くこ とで,ユ960年 代 か ら1980年 代 にか け て

の 同社 の 地元 経 済 との 関わ り方 の 変 化 に も注 目 して い こ う8)。

なお,間 接 雇 用 とは,般 に は企 業 の ア ウ トソー シ ン グに よ り創 出 さ れ る雇

用 を指 す が,本 稿 で は,通 常 用 い られ る意 味 よ りも広 い 意 味 で使 用 し,ボ ー イ

ング社 の 雇用 労働 者 の消 費 支 出 に よ り創 出 さ れ る雇 用 も含 め て 検討 して い く。

1資 材購入と地域内調達構造

1資 材購入デー タの検討

譲..購∴亡灘鷲 黒糖 熱 澗 騰 活
動 に と もな って購 入 され る構 造 部 品 あ るい は部 品 の 地 域 調 達 構 造 を 浮 き彫 りに

す る こ とが で き るだ ろ う。

まず は1967年 デ ー タ に注 目 してみ よ デ 」。 なか で も航 空 機 を構 成 す る主 要 部

品 に相 当す る一次 金属,加 工金 属,非 エ レ ク ト.ロニ ク ス機 械,エ レク トロニ ク

ス機 械,輸 送 用 機 械 に注 目す る と,購 入 額 の もっ と も多 い 輸 送 用 機 械 は,ワ シ

ン トン州 か らわ ず か7.6%し か調 達 して い な い。 つ づ い て 購 入 額 の多 い エ レ ク

7舞 姫 ほ拙稿,前 掲論文参照。

8.r.烈 よ19罷年 デー タにあわせて作成 され ているため,資 材購入の うち 「計器1や サー ビス.購

入の うち 「商業 」「金融 ・保険 ・不動産」 など、1967年 時点で 集計 されてい ない項 目につ いては

虻 鞍接討で きない とい う制約がある。.

rつ 「輸送用機械」には航空機 エ ンジ ンも含む、
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第1表 ボ ー イ ン グ社 の 資材 ・サ ー ビス購 入 お よ び

賃 金 支 出 の州 内 支出 比1967年/1989年 〔.単位=上oo万 ドル,%)

1967年 1989年

...

ボーイング礼購入額 ワシントン州生産額 ボーイング社購入額 ワシントン州件 産額
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注 ⊥〕;表 の 各 項 日 は.中.年 度 で 計⊥ さ れ る営 業 支 出 に 限 定 さ れ て い る.減 価 償 却 費,⊥ 場 新 設 に 関 す る な ど,複

数 年 に わ た り計上 され る費 用 は 含 まな いD

2)=Xは 秘 隣数 値 。

3):一一 が記 入 され て い 筍箇 所 はデ ー タが な い か,κ デー タが 存 在 しな い た め計 算不 可 能=

4)1989Tデ ー ダは元 デ ー タ と の整 合 性 を考 慮 して,全 て消 費 者物 価 指 数 を 用 い て19騨 年 ドル価 値 に換 算 して

あ る 。

5):;表 の ワ シ ン ト ン州 の 製造 業 各 項 日 は 出荷 額 。 た だ し1989布 につ い.〔 は 製造 業 セ ンサ ス の地 域 デー タが公 表

さ れ て い な い の で,1987年 の デー タ を使 用 して い る。 製造 業 以 外 は 生 産額 で あ るが,生 産額 は付 加 価 値 ベ ー

ス の 計算 に な るG・ セのた め 則.総 言1.,サ ー トデス総 言十ンLレ含自十f直は 購.貞 観請 「.と}よ一致 しな い二

6}:()内 の数 値 は,ボ ー イ ン ダ社 の ワ シ ン トン州 内 生 産 額 を差 し引 い た金 額,,

出 所:Henhr.,[..C.['～1月77紐 ε.伽`帥z.42齪 ζy播 げ.theHoeing.(加 μτ尺ベ ロnpubh5hビdM.B.Afl…,,,Univcrsi匪y

ofW副L蝋tOn,1%5.M.CDX,'」 刀 匹ヒF月傭 ηgG」 η星as--'(暁 面,2帥 刀2},/1η ∫η卿 κ 丹砂 臨5醍 副ylg6ス ・・UI1.
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トロ ニ ク ス機 械 に往 日す る と,ユ%に 留 ま って お り,ほ とん どを州 外 か ら調 達

して い る こ とが 確 認 で きる。 加.[金 属 も7.9%し か 州 内 調 達 が 見 られ な い。 こ

れ に対 して,一 次 金 属 で は 州 内調 達 率50.4%,非 エ レク トロ ニ ク ス機械 で は.

29.8%を 州 内調 達 す る な ど,地 元 調達 率 が 高 くな っ てい る』 この よ う な動 向 が

見 られ る の は,ボ ー イ ン グ社 が1950年 代 末 か ら シア トル に新 た な生 産 拠 点 を展

開 す る の に あ わせ て,Alcoa社 を筆 頭 とす る ジ ュラ ル ミ ンの金 属 素 材企 業 が シ

ア トル 北部 に生 産拠 点 を展 開 した こ と,ま た 非 エ レ ク トロ ニ クス機 械 は.ロ サ

ンゼ ル.ス近 郊 に 生産 の集 中.してい るエ レク トロニ ク ス機 械 とは異 な り,シ ア ト

ルで 生 産 され て い た こ と を反 映 して い る1①。 最 後 に資 材 総 計 を見 る と,購 入総

額12億5,17〔,万 ドル の うち わず か8.1%に あ た る1億1,900万 ドル しか 地 元 調 達

してい ない こ とが確.認で きる 。

以 上 の検 討 か ら,1967年 時 点で は,金 属 材 料 や 非 エ レ ク トロニ ク.ス機械 な ど

・部 の 項 目で は 州 内 調 達 が や や 多 い もの の,航 空 機 部 品,エ レク トロ ニ ク ス機

械 な どの主 要 品 目 につ い て は 州 外 か らの調 達 が 圧 倒 的 に多 く,全 体 と して,購

入資 材 の90%以 上 を州 外 か ら移 入 す る とい うボ ー イ ング社 の特 異 な地 域 調 達 構

造 が浮 か び上 が って くる。

引 きつ づ い て1989年 デー.タを検 討 し よ う。 ま ず,購 入額 の もっ と も多い 輸 送

用 機 械 に注 」1する と,1967年 と同様 に7.7%し か 州 内 か ら購 入 して い ない ζ と

が 確 認 で きる。 ま た,購 入 額 で 続 くエ レク トロニ ク.ス機 械 は,1.7%し か 州 内

か ら購 入 して お らず,ほ とん どを州 外 か ら調 達 して い る の で あ る.。以 下,一 次

金 属 は2.3賄,加 工 金 属 は ユ2.2%,非 エ レ ク トロ ニ ク ス 機 械 は16.7%と,州 内

か ら の調 達 率 は軒 並 み低 くな って い る こ とが 確 認 で き る。 一 次 金 属 な ど1967年

時 点 で シ ア トルか ら比較 的多 く調 達 され て い た 一 部 項 目 も,.州 外 か らの 調 達 に

大 幅 に シフ ト して い る こ とが 読 み とれ るで あ ろ う。 そ の 結 果,資 材 購 入 の 総計

は,購 入 総 額72億417⑳ 万 ドルの うちわ ず か7,4%に あ た る5%3,660万 ドル の

10)Erickson.R.,伽 加 ぞ`」呂ηπG伽`eptandReanalEx('即 知 ぐ(;伽 ね'An.4照lyeゴ5げ

旅 所g&如 η∫ノr」η1.963.1968,Ph.D.n,.,.,UniversityofWashmgton,1973,vv.260.257.
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み しか ワ シ ン トン州 内 か ら調 達 して い.ない の で あ る。 この よ うな デ ー タの検 討

か ら,..1939年 時 点 にお い て も,1967年 と同様,あ る い は それ よ り も一 層 地 元 調

達 比 が 低 くな って お り,購 入 資材 の90%以 上 を州 外 か ら購 入 す る とい う際 立 ワ

た地 域 調 達 構 造 が 形成 され て い る こ とが 確 認 され る。

以 上 の デー.タの検 討 か らは,1960年 代 以 降 の ボ ー イ ング杜 は,.シ ア トル に部

品企 業 を 結 集 し,関 連 製 造 業 の成 長 を牽 引 す る傾 向 が きわ め て弱 い こ とが 明瞭

に読 み とれ るLl,。この よ うに,.ボ ー イ ン グ社 の 資 材 調 達 デー タの 検 討 か ら浮 か

び ヒが る 同社 とシ ア トル経 済 との関 係 は,域 内 調達 比 の比 較 的高 い 自動 車 産 業

や造 船 業 な どの他 の輸 送 用 機.械産 業 とは 著 し く異 な る特 徴 を有 してい.るので あ

る。.

』」..2資 材の地域内調達構造 を規定 している要因

それ で は,い か な る要 因 が この よ うな地 域 調 達 構 造 の 形 成 に影 響 して きた の

で あ ろ うか 。 ボ「 イ ン グ社 が行 って い る生 産 の空 間分 業 を,同 社 最 大 の 部 門 で

あ る大 型 民 間 航 空機 の生 産 体制 に注 目 して 検 討 して い こ う。 第1図 は,ボ ー イ

ング社 の 代 表 的 な 大型 機(ワ イ ドボ デ ィ機)B777な らび に 中 型 機(ナ ロ ウボ

デ ィ機)、B757の 構 造 部 品 の 生 産 が,ア メ リカ 国 内 あ る い は 海 外 の ど こで行 わ

れ て.いるか を示 して お り,生 産 を担 当 して い.る外 注 先 企 業 とボ ー イ ン グ社 の分

工 場 の 空 間 的分 布 を読 み とる こ とが で き る。 この 図 か らは,大 型 民 間航 空 機 の

構 造 部 品 の生 産 が,カ リフ ォルニ ア,ワ シ ン トン とい った 太 平 洋 岸,あ る い は

ユ タ,ア リ ゾナ,カ ンザ ス,テ キサ スな どの 内 陸部,ミ ネ ソ タ,ア イ オ ワ,.イ

リ ノ イ な ど の 中 西部,そ して ニ ュ ー ヨー ク,コ ネ テ ィカ ッ ト,ニ ュ ー ジ ャー

ジ ー,メ リー ラ ン ドな どの ニ ュー イ ン グ ラ ン ド地方 の諸 州 で 見 られ,カ リフ ォ

ル ニ ア と大 西 洋 岸 北 東 部 を二 大 拠 点 と しつ つ,ア メ リ.力国内 外 の広 い 範 囲 で 生

産 され て い る こ とを 確 認 す る こ とが で きる。 こ の よ う に,ボ ー イ ン グ社 が 行 っ

、11)前 編で確認 した シア トルの製造業企業 の集積の薄さ は,こ の ように同社の地元か らの部 品調達.
踊....が 少ない ことによる と考 えられる。

一脚
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第1図 ボ ー イ ン グ社 の ジ ェ ッ ト旅 客 機の 生 産分布
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ている生産の空間分業は,中 西部から南部に広がるいわゆる 「自動車回廊」に

部品 ・組立メーカーの立地が集中する自動車産業と比較して考えると,特 筆す

べきものであるL㌦

従来ボー.イング社が航空宇宙産業の中心地ロサンゼルスや大西洋岸東北部の

諸州から離れたシア トルで 「孤立」して操業を続けてきたという事実について

は,い くつかの議論で往日されてきた】『。しかし,こ こで注目する生産空間分

業の広域性を説明 しうる議論は,筆 者が知る限 りではほとんど存在 しない。そ

.こで,以 下では大型民間航空機の生産体制の特質に立ち入って,こ の問題に対

す る筆者なりの解答を与えてみよう。

第一一に注 目しなければならないのは,航 空機生産において使用される構造部

品あるいは部品の生産に際して要求される技術水準の高度性である。航空機部

品は信頼性をきわめて重視するため,高 い加工 ・組立精度と高度な均質性が要.

求される。また,部 品を軽量化するために特殊な素材や加工組立方法が用いら

れているL%こ のため,航 空機の生産を統括する機体企業は,コ スト要因から

近隣iの調達先を育成するよ りも,優 れた技術を有する.企業からの部品調達を優

先 してきた と考えられるのである。

第二には,大 型航空機の建造に際 して,重 層的な生産体制をとらざるを得な

.い という技術的要因である。航空機の組立に必要な部品数はきわめて多く,大

12)重 森 暁 ・遠 州 尋 美 編 『都 市 再 生 の 政 治 経 済 学 」 東 洋 経 済 新 報 社.112ペ ー ジ,Klier,T.,研0ηo・

加`島r蜘`餓 臓 盈 虚 「と～'尺θ∫8rΨ81勘 η々 け.Chicago,正 ♂irstQuarter1999,PP.18-31.自 動 車 産 業 は

組 立L場 と部 品[=場 の 近接 を特 徴 とす る。 ア メ リ カ 自動 車 産業 は,五 大 湖 周 辺 地域 に生 産 能 力 が

集 中 し,1980年 時 点 で は,特 に ミシ ガ ン州 に 全 米 の 自動 車 産 業 雇 用 の44%が 集 中 して いた.1980

年 以 降 に お い て も,日 米 の.孔要 自動 車 企 業 の 新 設 工 場 は,ミ シ ガ ン州 とハ イウ ェ イで 直結 してい

る 中 西 部 か ら南 部 に か け て の 「自動 車 回廊 」(Aut。Cロrrido∂ に大 部 分 が 建 設 され,そ れ に と も

な い部 品工 場 の集 積 も見 られ る。

13)Hall,P.,andA.M≡irkus削,一lliePentagonandtheGunbelt"3n'lliePentagonandtheOnes,

(しケ伽 η静z加A朋 ㎜.`REIて厚8τ疋,∫,Vり1.40),ed.byKirby,A.,SこlgcPubliualio【,s,1992,pp.53-76.

14)Home,1〕.,!1ぎ πア・頃'》 ・㎡ 配``fo"7壱 ごノ田o酌 鼠γ,CambridgeUniversityPress,1986.〔 半 田 邦 夫 ・

佐 々木 健 「共 訳rエ ア ク ラ フ ト ・プ ロ ダ ク シ ョ ン ・テ ク ノロ ジ ー」 大河 出版,1998年,12,25,

69,106,159ペ ー ジ)。 日本 航 空 宇 宙工 業 会r日 本 の 航 空 宇 宙 産 業 」1985年,75ペ ー ジ 。航 空 機

部 品 に対 す る品 質 要 求 は きわ め て厳 し く,.ボ ー イ ング社 の部 品 納 入 企 業 とな るた め に は,同 社 の

厳 しい 製 造 認 定 審 査 を ク リ アす る 必 要 が あ る 。
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型 機 で は数 百 万 点 に達 す る うえ に,部 品 の種 類 も多 岐 にわ た る15〕。 この よ うな

事 情 か ら,.一 工 場 内 あ るい は 一社 内で すべ て の生 産 を行 う.こと は きわ め て 不効

率 とな って しま うた め,大 型 航 空機 の 生産 に際 して は,構 造 部 品 単位 に分 割 し

て組 、ン:生産 し,最:終 組 立 工程 で統 合 ・建 造 を行 うと い う重 層 的 な生 産 体 制 が と

られ て きたL%以 上 の よ うな航 空 機 の 生産 体 制 の特 性 が,構 造 部 品 の.製造 分担.

を.各地 の外 注 企 業 や 分 工 場 に 配分 して きた 要 因 の一 つ と な っ てい る と.考え られ

る。

第 三 に,.大 型 民 間 航 空 機市 場 が比 較 的少 量 生 産 で あ り,か つ 年 毎 の 生 産 機 数

の変 動 が 激 しい とい う独 自の性 質 を持 っ て い る こ とで あ る。 この 部 門 で の 生 産

機 数 は多 くて も年 産 数 台機 で あ り,か つ 受 注 生 産 と な っ てい る。 また,数 年 サ

イク ルで 生 産 機 数 が100機 を下 回 る水 準 か ら,400-500機 に まで 大 き く変動 す る

こ と も珍 し くな い 。 この た め,自 動 車 産業 の よ うな生 産 の平 準 化 が 実 現 し に く

.く1知,組 立.1:場 の近 隣 に部 品 企 業 の集 積 を必 要 とす る,生 産 上 の 要 求 が比 較 的

弱 い と考 え られ るの で あ る。

第 四 に,開 発 ・経 営 リス クの 分散 の必 要 性 で あ る。 第 二 の 要 因 と も関連 す る

が,航 空 機 の 全 部 品 を 自社 生 産す る と,激 しい競 争 の見 られ る航 空 字 面 産 業 に.

お い て,経 営 リス クが 巨 大 化 して しま う とい う危 険 性 が あ る1,ま た,新 型 航 空

機 の開 発 に は莫 大 な研 究 開 発投 資 が必 要で あ り,1970年 代 以 降,必 要 額 が 一社

で 負 担 し うる限 界 を超 えつ つ あ る と も言わ れ て い る1㌔ この た め,開.発 ・経 営

リス クの 分 担 の た め に 複 数企 業 で 生 産 分 担 を行 う こ とが 一 般 化 し,最 近 で は 国

15)最 も大 型 のB747-400型 機 で は,部 品点 数 がsoot;,部 品 の種 類V:30万 種 類 に のぼ る。

16)SimQnson,R.〔 ビd.),TheHistoryq.腕8.'1〃 曇θ肖α η 五ゴπη瞬 劫4μ5疏y,M.1.T.Press,1968,p.

135,(R,シ モ ンソ ン編,前 谷清 ・振 津 純 礁 共 訳 「アメ リ カ航 空 機 産業 発 展 史』 盛 書 房,1978年,

150ペ ー.ジ).大 型航 空機 ぽ 部 品点 数 が 膨 大 なた め,あ らか じめ 「構造 部 品 」 とよ ば れ る い くつ か

の 大 きな 部位 に 分 け て 生産 さ れ る。 この よ う な下 請 制 度 に.基礎 を 置 く重 層 的生 産体 制 は,ア メ リ

カ航 空 機 産 業 が 第 「次 大戦 時 の航 空 機 の 大 量 生 産 要 求 に対 応 す るな か で 創 出 さ れ た.

17)自 動 車 産 業 に つ い て は.Sehoenberge【,E.,'TechnologicalandOcganiza60nalChangein

AutomobileProduction.spatialImplications,"Regiona-Studicv,21一 呂,1987,pp2〔 〕4-214.参 照.

18)奥 田 章 順 「民 間航 空 機 に お け る共 同開 発 」`三 菱 総 合研 究 所 所 報」19鴨 年,123-125ペ ー ジ。 新

型 航 空 機 の 開 発 コ ス トは,1960年 代 にお い ては 数 千 億 円 で あ った が,1980年 代 で は数 兆 円 に のぼ

.る と推 計 さ れ て い るに
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際 共 同 開発 の形 態 を とる こ と も しば しば 見 られ るの で あ る19)。こ こで見 た よ う

な事 情 も航 空 機 の 生 産 の外 注化 を もた ら し,生 産 を広 域 化 させ る一 因 と な って

きた と考 え られ る。 特 に国 際 コ ン ソー シ ア ム形 態 で の航 空 機 開発 は,生 産 を ア

メ リカ国 内 か ら グ ロー バ ル 規模 に拡 大 させ る 強 い動 因 とな って い る。

以 上 で 検 討 した 要 因 に規 定 さ れ な が ら,ロ サ ンゼ ル スお よ び大 西 洋 岸 東北 部

の 諸 州 の 産 業 ク ラス ター,あ る い は 内陸 部 の 自社 分 工 場,外 注 先企 業,・さ らに

近 年 で は グ ロー バ ル な 生 産展 開 を基 盤 と して,そ の ヒに シ ア トルを 中核 と した

4睦 の 空 間 分 業体 制 を,ボ ー イ ング社 は構 築 して きた と結 論 づ け る こ とが1り.能

で あ ろ う20。 この よ う な空 間 分 業 体 制 は,歴 史的 に見 る と第二 次 世 界 大 戦 期 の

爆 撃 機 の 大 量 生 産 時 に起 源 を もち,1960年 代 とい う同 社 の 戦 後 にお け る事 業 構

造 の 確 立 期,そ して1980年 代.とい う戦 後 最 大 の事 業 拡 張期 にい た るま で,空 間.

的 範 囲 を 拡 張 しな が ら形 成 され て き たの で あ る先

F
11サ ービス購入と地域内調達構造

資材 購 入 デ ー タの検 討 につ づ い て,サ ー ビス の 地域 調 達 構 造 に も注 目 しよ う。

第1表 の1967年 デ ー タを検 討 す る と,サ.一 ビス購 入 の う ち,「 建 設 ・修 理 」 は

購.入額 の うち86,9%,輸 送 サ ー ビ ス は62.8%,種 々 の サ ー ビ.スは65.0%を ワ シ

ン トン州 内 か ら調 達 して お り,サ ー ビ ス総 計 で は 購 入 総 額8,830万 ドルの う ち

19)同 上 論 文,126-142ペ ー ジ 、 占野 洋 太 郎 「あ る華 や か な 業 界 の グ ロ ・一パ ル競 争 」(M.E,ポ ー

タ・一編1グ ロ ー バ ル 企業 の競 争 戦 略 」 ダ イヤ モ ン ド仕,1989年)427-429ペ ー ジ.

20)Mi壼rku肥n,A.,P.H.11,S.Campbell,S.Deiしrick,TheRiseofTheCunbelr,OxfaalUniversity

Press,PP、26-50.ToddD.,arLdJ.Simpson,7洗.ε"㌔rご`!渦'π.-一f,'η 認肱宇佐y,Auburn且.【Du肥Pub・

li5hin鍔,1986,PP.109..138.従 来 の 産 業 立 地 論 で は,航 空 宇 宙 企 業 が カIJフ ォ ル ニ ア 南 部 や

二 よ一 イ ン グ ラ ン ド地 域 に集 中 し,「 産 業 ク ラ ス ター」 を形 成 して い る こ とが 強 調 され て きた。

この よ うな 産 業 立地 を規 定 してい た 要因 と して,労 働 市 場 へ の 近 接,国 家 の 立 地政 策 お よ び研 究

機 関 ・軍 事 施 設 周辺 へ の集 積 が 指 摘 され て きた も のの,既 存 の 議 論 で は,航 空 機 の 各 部位 が分 散

生 産 さ れ て い る か ど うか につ い て は,そ れ ほ ど注 目 され て こな か った.本 稿 で 分析 して い る ボ ー

イ ン グ社 の 生 産体 制 は,こ れ まで 注 目 され て こ なか った 航 空 宇 宙 産 業 の い ま ひ とつ の特 性 で あ る

「生 産 の 広 域 性1が 端 的 に現 れ て い る事 例 と 言 え るの で はな い だ ろ うかc

21)Sale,R..歯`,uleParttoPresent,UniversityofWashingtonPress,1972,p.182,ボ ー イ ン グ社

は航 空 機 用 木 材 が豊 富 に確 保 で きる こ とか ら ワ シ ン トン州 で 創 業 した が,戦 時 経 済 時 以 降 本稿

で 明 らか に した よ うな 地域 調 達 構 造 が形 成 され た。
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64.4%に あ た る5,690万 ドルを 州 内 か ら調 達 して い る こ とが 確 認 で き る。 この

よ うに,資 材 と比 較 して,サ ー ビス の 購 人 は比 較 的 地 元密 接 性 が 強 い こ とが 特

徴 で あ.る。 つ づ い て1989年 デ ー タ を検.討す る と,も っ と も購.入額 の多 い 「商

業 」 で は,わ ず か9.2%し か 地 元 か ら購 入 して い な い 。 この 地 元 調達 比 の 低 さ

は,こ の項Rが 航 空 機 の 販 売 促 進 に関 わ る 様 々 な支 出で あ り,グ ロ ーバ ル な範

囲 で.支出 され て い る こ とに よ る と考 え ら れ る。 「商 業 」 を例 外 と.して,本 来 の

サ 「 ビ ス業 を表 す 「種 々 の サ ー ビス」 で は,66,7%を 地 元 か ら購 入 し.輸 送

サ ー ビ ス ・通 信 ・公 共 で は49.5%,金 融 ・保 険 ・不 動 産 で は57.7%を 地 元 か ら

購 入 して い る。 サ ー ビ ス総 計 で確 認 す る と,購 入 額16億7,830万 ドル の うち,

40.7%に あ た る6億8,240万 ドル を 地:元か ら購 大 して い る。 地 元 調 達 率 の低 い

「商 業 」 の 占め る ウ ェ イ トが 大 きい た め,や や 数 値 が 低 下 し てい るが,資 材 購

入 と比 較 した 場 合,.1967年 と同様 に,や は り地 元 密 接 性 が 強 い こ と に変 わ りは

ない 。

、以 上 の 検討 か ら,サ ー ビ ズ購 入 は,資 材 購 入 と比 較 して 地 元 調 達 率 が 高 い こ

とが 確 認 され た 。 しか しサ ー ビス は購 人金 額 が 絶 対 額 と して は少 な く,1967年

で は資 材 の 州 内 調 達 額 の 約半 分,1989年 時 点 で も若 干 多 い 水 準 に と どま って い

る。 そ の た め,地 元 産業 に そ れ ほ ど大 き な.インパ ク トは 与 え て い な い と考 え ら

れ るの で あ る。

m支 払い賃金と域内間接雇用の拡大

さて,第1節 お よ び第H節 で は,ボ ー イ ング社 が 地 頭 経 沸 との 間 に形 成 して

い る地 域 内 産 業連 関が 希 薄 で あ る との 結 論 が得 られ た 。 しか し,第1表 の最 下.

欄 を見 る と,ユ967年 時点 で 約8億7.000万 ドル,1989年 で は約36億 ドル と,そ

れ ぞ れ ボ ー イ ング社 の州 内支 出金 額 の 約80%,75%を 占 め,同 社 が ワシ ン トン

州 内 に 支 出 して い る資 金 の う ち,大 部 分 が 支払 い 賃 金で あ る こ とが 確 認 で きる。

この よ うに,ボ ー イ ング社 が シ ア トル に与 え て.いる.インパ ク トの.全体 像 を確 認
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.す る に は,同 社 の雇 用 労 働 力 が 消

費 支 出 を通 じて もた ら してい る波

及 効 果 を視 野 に いれ た,よ り包 括

的 な検 討 が必 要で あ ろ う。

そ こで;第2表 に注 目 しよ う。

この 表 は,ワ シ ン トン州 に おい て

.ボ ー イ ング社 が保 持 して い る直 接

雇 用,お よ び 「誘 発 効 果 」 を.含め

た 間接 雇 用 を 示 す もので あ る。 こ

の 表 か ら は,1960年 代 に お け る

ボ ー イ ング 社 の 直接 雇 用 が10万 人

弱,間 接 雇 用 は17万 人強 で あ る こ

と,

4967年 1989年

直接 雇用

間接 雇用

96,800

174,240

102,700

287,560

.合 計 271,040 390,260

第2表 ワ シ ン トン 州 に お け る ボ ー イ ン グ 社 の

直 接 雇 用 と 間 接 雇 用(1960年 代/1980年 代 〉

(単 位:人)

出所:Pε 蹴a【1,Ped巳rson,Conway,ρp.at.,P.25,

の 記 述 を も と に 作 成 。 〔原 出 所=Bees,W.,

P.bourque,"「.Seyricd,E.Week.,Inf}配=

0麗 孕 協7五 配郡 声 ダ`ん6堀 偽 々ゴη8'oπ&oηo那 ン

196スGrad11areS【=h(×Ph)IBusi【,,,,Addロi5・

tram[University・oIWash血 揮 ㎝,且70.Charm1,

R,P.BOI凪rqu馬R.Conway」r,研 勧5ん'η4㎝

5罐 ∫剛ゆ〃ご・0記fP琶'1987.～`ε`4y.W「ashing【on

State,OfficooIFinancialManagem彰n㌔

Forcc郡1ingDivisiOn,1993、

.1990年 代 に お け る直 接 雇 用 が10万 人強,間 接 雇 用 は29万 人弱 で あ る こ とが

読 み とれ る.、この表 に示 され る 間接 雇 用 の20%程 度 は資 材,サ ー ビス の購 入 に

と もな い 創 出 さ れ る雇 用 で あ り,残 り80%程 度 はボ ー.イング社 の雇 用 労 働 者 が

生 み 出 す 消 費 支 出 効 果で あ る と推 計 され て い る22:ト。 こ こで 第2図 に注 目 しよ う。

ボ ー イ ング社 の雇11」労働 者 の実 質賃 金 は,1960年 に は約2万2,000ド ル,1989

年 に は 約3万5,000ド ル に達 し て お り,そ れ ぞ れ 約1万7、000ド ル,約2万

5,500ド ル に す ぎ ない シ ア トル平 均 よ りもか な り高 く,回 礼 の労 働 力 が 高 賃 金

で あ り,消 費 支 出 を通 じた 「誘 発 効 果 」 が か な り高 い こ とが 理解 で きよ う。 ま

た,同 社 の 賃 金水 準 は,1970年 代 以 降 停 滞 傾 向 の見 られ るシ ア トル平 均 とは異

な り,1960年 か らの30年 間 で1.5倍 に 上 昇 して お り,こ の賃 金 水 準 の 上 昇 が,

1960年 代 よ りも1980年 代 の 間接 犀 川 が 増 加 した 主 た る要 因 で あ る と考 え られ る。

な お,ボ ー イ ン グ社 の被 雇用 労 働 者 が この よ う に高 賃 金 で あ るの は,前 編 で 明

らか に した よ うに,航 空宇 宙 産業 の専 門技 術 職 比 率 の 高 さ と生 産労 働 者 につ い

22)Pasじall,Pcders㎝,Conway,oρ,ど 乱,p、25.
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第2図 ボ ー イ ング社 と シ ア トルの 平均 賃 金

一●一 ボ ー イ ング社 賃 金

+シ ア トル平 均

19606366697275788184呂7〔 年)

注:図 の金 額 は消 費者 物 価 指 数 を用 い て1982年 ドル価 値 に統 一 してい る.

.. 断 ・P・scan,(:...D.F甜 … 。・,馬C…w・y謁 ・撫 ご〃κ α'脚 呪・伽 …'・ 伽 ・

卿5`卿,p.10.お よ びU.S.Dept.ofCo㎜eree,Bur照1101Tl漁nsus,

0瑚 ㌍ 君諭 解∬hat"',a[出 血ally,よ り筆 者 計 算 。

て も相 対 的 に高 賃 金 で あ る とい う,そ の雇 用 特 性 に よ る鋤。

ボ ー イ ング社 の 雇 用 労働 者 が消 費支 出 を通 じて波 及 効 果 を及 ぼ す 産 業 は,小

売 業,不 動 産 業,対 人 サ ー ビス業 を 中心 と した消 費 関 連 産 業 で あ る こ とが指 摘

され て い る24,。こ こで 第3表 に注 目す る と,ボ ー イ ング社 を起 点 とす る波 及 効

果 が,シ ア トル に お け る.ヒ記 業 種 の雇 用 比 率 の 高 さや 成 長 傾 向 と して現 れ て い

る こ とが うか が え る。 なか で も,ボ ー イ ン グ杜 の 高 賃 金 労働 者 は,高 級 百 貨 店

と して 名 高 い ノー ドス トロ ム社 に代 表 され る小 売 業 や,医 療 産 業 を 中心 と した

対 人 サ ー ビス 業 の急 激 な発 展 を もた ら して きた 。 ま た,ボ ー イ ン グ社 が 雇 用 数

を急 増 させ た1960年 代 後 半,1970年 代 末 お よ び1980年 代 後 半 に は,シ ア トルの

不 動 産 価 格 が 暴 騰 し,雇 用 数 を 減少 させ た時 期 に は暴 落 す る な ど,シ ア トル の

不 動 産 市 場 に も大 きな 影響 を与 え て きた といわ れ る="。

23)拙 稿,前 掲 論 文 参 照.

24)PIt,Peder5{m,αmway,印 〉.ごノよ,p.25.

25)乃 舷,PP.35-36.EconomicDevelQpmentC【,untilofSeattlean〔lKingCounty,伽 πぬ 距oη ノbr

thet'uture1.9,95,AppendixA,P.23.
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第3表 シ ア トルの 雇 用構 成(1960-1990年)

(4ヨ5)57

実 数 〔人:} 構 成 比 〔%} 伸 び 率 〔%)

19鵬 1970年 198⑪年 1990年 1960年 1脚 年 1980年 1990年 飢1-7麻 7卜 畔 ・al一瞬

農業 ・糠 ・漁業 994 2,040 3,043 8,910 O.3 o.5 0.s o.9 51.3 33.O 65.呂

鉱 業 373 265 946 869 0.1 o.1 0.1 O.1 一90 .8 72.o 一8,9

建 設 171呂52 25,352 46,53] sgi.i30 5.7 5.9 6.9 6.8 29.6 45.5 孕0、7

製 造 業 125,115 137,924 178,655 227,281 4⑪.3 31.9 26.5 23.1 9.3. 22.8 21.4

.鵠己謝 6き..…:…ζ閥己

..己

嚢……肇…

.

…;5a ]ll.嚇.
=..穫.己19

.三
.騰 懸=1.三」難..緯..・...

己

1…「………麓=・==.
.1=1==涯

....

ξ.14..
..…;鵜

輸 送 ・公 共 21,816 35,337 50.08 6ア,938 7.o 9.2 7.5 6.9 38.3 30.3 25.4

卸 29,193 35,039 51,065 ;4,029 9.4 B.1 7.6 7.5 16.7 31.4 31.O

小 売 り 51,937 81,376 133,635 186,506 16.7 18.9 19.8 18.9 35.2 39.1 盤.3

金融証 券・不動産 19,141 35,353 5ア,哩Ll三 79,584 q.4 呂.2 8.5 8」 442 38.4 27.9

サ ー ビ ス 41,321 7呂,579 14ア,544 268,751 ユ3.3 18.2 21.9 27.3 4ア.5 45.7 45./

そ の 他 2,400 1,445 5,521 31442 o.呂 o.3 o.8 0.3 一60.s 72.9 一60.4

総 数 310,742 432,860 675,069 984,440 100.0 100.0 100.0 100.0 2彗.2: 35.9 31.4

注1〕=「農業 ・林業 ・漁業」は農業労働者を含まないD
2):秘 匿数値についてはWestVirginiaUniversmのA皿dwwissem】aτ1教 授の推計による。

3):航 空宇宙は製造業の内数で,航 空機 ・部品と宇宙船 ・ミサイルの合計数値、

出所=U,S,Dept,ofCommerce,BureauofTheCensus,CountyBusinessP(terns,annually.

さて,以 上 の分 析 か ら,ボ ー イ ング社 が 地 元 シ ア トル経 済 との 間 に形 成 して

い る地域 内 産業 連 関 の全 体 像 が 浮 か び上 が る。 ボー イ ン グ杜 は資 材 購 入 の90%

以 上 を 域 外 か ら行 って お り,地 元 に 関 連 製 造 業 を 育 成 す る傾 向 が 弱 か ったb

サ ー ビス に つ い て は,地 元 調達 比 率 が 高い もの の,部 品調 達 に く らべ て調 達 額

が 少 額 で あ り,地 元 に それ ほ ど大 きな影 響 を与 えて は い なか らた と考 え られ る。

これ に対 して,ボ ー イ ング社 が 地 元 に もっ と も大 きな イ ンパ ク トを与 え てい る

の が 支 払 賃 金 で あ る。 ボー イ ン グ社 が 地 元 で 創 出 して い る 間 接 雇 用 の うち,

80%程 度 が雇 用 労 働 者 の消 費 支 出 を通 じて創 出 され て い る。 この よ うに,ボ ー

イ ン グ社 は資 材 購.入を通 じて,地 元 に製 造業 の成 長 を もた らす こ とは なか った

が,各 種 の 消 費 関連 産.業の成 長 を牽 引 して きた の で あ る。
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IVシ ア トル の対 ボ ー イ ン グ社 依 存 度

以Eの 分 析 で は,ボ ー イ ン グ社 が い か な る 地 域 内 産 業 連 関 構 造 を 創 出 し て き

た の か を 明 らか に した が,こ れ に 対 して,シ ア トル の 産 業 は ボ ー イ ン グ 社 に ど

れ ほ ど依 存 し て きた の か を;最 後 に確 認 し て い こ う 。 第1表 で 「ボ マ イ ン グ 社

調 達 比 」 を 示 す(b/c)(e/f)に 注 目 し よ う 。 こ の 項 目 は,ボ ー イ ン.グ社 の ワ

シ ン ト ン州 内 か らの 調 達 が,ワ シ ン ト ン 州 産 業 の 出.荷 額 あ る い は 生 産 額 巾 に 占

め る割 合 を 示 し て い る 。

まず,1967年 に お け る ワ シ ン トン 州 産 業 の 対 ボ ー イ ン グ 社 依 存 度 を 検 討 す る 。

ワ シ ン ト ン州 製 造 業 の 対 ボ ー イ ン グ社 依 存 度 で あ る が,も っ と も依 存 度 の 強 い.

の は71,9%の 輸 送 用 機 械 で あ る鋤 。 輸 送 用 機 械 以 外 の 製 造 業.各 業 種 の 対 ボ ー イ

ン グ社 依 存 度 は,5%以 下 とい ず れ も ボ ー イ ン グ社 に は ほ と ん ど 依 存 して い な

い こ と が 確 認 で き る 。 ま た,製 造 業 全 体 で は,出 荷 額 の1.7%し か ボ ー イ ン グ

社 に 依 存 し て い な い 。..一方 サ ー ビス に 注 目 す る と,デ ー タ の 確 認 で き る.各 産 業

と も,3%以 下 と ボ ー イ ン グ 社 の 調 達 に は ほ と ん ど依 存 し て お ら ず,サ ー ビ ス

総 計 で み て も,0.7%と な っ て い る η〕。

つ つ い て1989年 に お け る ワ シ ン ト ン 州 産 業 の 対 ボ ー イ ン グ 社 依 存 度 を 検 討 し

よ う。 製 造 業 の 対 ボ ー イ ン グ 社 依 存 度 は,デ ー タ が 秘 匿 さ れ て い る 輸 送 用 機 械

に つ い て は50%を 超 え る 依 存 度 で あ る と 推 計 さ れ る 。 輸 送 用 機 械 以 外 の 各 業 種

に つ い て 確 認 す る と,い ず れ も依 存 度 は5%以 下 で あ り,製 造 業 全 体 で も 出 荷

額 の1.9%し か ボ ー イ ン グ 社 の 調 達 に 依 存 し て い な い 。 サ ー ビ ス に注 目す る と,

い ず れ の 産 業 の4%以 ドで あ り,サ ー ビ ス 総 計 で 確 認 し て も,ワ シ ン トン 州 の

生 産 額 の1,4%し か ボ ー イ ン グ社 は 調 達 し て い な い の で あ る凋 。

26)よ り厳密 なデータの検討 のため,第1表 の ワシ ン トン州製造業,輸 送用機械,州 内総生産の生

産額 につ いては,ボ ーイング社の出荷金額を差 し引いた全額 を(下 櫛 に示 してあ る。

27}EconomicDevelopmentCouncilofSeattleandKingCounty,op."r.,11.2.

28)EwounucDevelop【11εm.GロnndlofSratdeandKingCounty,FoundationfortheFuture1993,

AppendixA,p、21.種 々 の サー ビス に含 まれ る シア トルの 対事 業 所 サ・.ビス業(:Business

Servk;の だ けはボー.イング社に依存 する傾 向が強か ワた と評価 されてい る。
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デ ー タ の 検 討 か ら は,輸 送 用 機 械 を の ぞ く ワ シ ン トン 州 産 業 は1ボ ー イ ン グ

社の資材サービス縫 にはほとんど{嬉 してこなかったことが確認できる・こ

れ に対 して,ボ ー イ ング社 の雇 用 労 働 者 の消 費 支 出 に関 連 す る部 門 つ い て依 存

度 を直 接 検 証 し うる デー タ は ない た め,独 自に概 算 を行 って み る。 まず,第3

表 に あ るよ うに商 業.サ ー ビス業 を 中核 とす る シ ア トル の消 費 闘 連 産 業 の 被

雇 用 数 は1960年 代 に は25万 人程 度 で あ り,1989年 には60万 人程 度 で あ る。 同 社

の 間接 雇 用 の うち 消 費 関 連部 分 は1960年 代 に は14万 人程 度,1980年 代 に は23万

人 程 度 と推 計 され て い るた め,単 純 計 算 で それ ぞ 九50%,40%程 度 の依 存 度 が.

見 られ る こ とに な る謝。 こ の よ うに,ワ シ ン トン州 側 か ら確 認 した ボ ー イ ン グ

社 と地 元 経 済 問 の結 合 関 係 は,消 費 関 連部 門で のみ 強 く見 られ る こ とが確 認 さ

れ る 。 以上 の デ ー タ の検 討 か ら は,輸 送 用 機械 を の ぞ く地 元 産 業 は,ボ ー イ ン

グ社 の 資材 あ る い は サ ー ビス購 入 に依 存 して 成 長 す る傾 向 は 弱 い もの の.雇 用.

労 働 力 の 巨 大 な 消 費支 出 に依 存 して,消 費 関 連 産 業 が 成 長 して きた と結 論 づ け

られ るで あ ろ う。

灘

.

「で

お わ り に

本 稿 で は,ボ ー イ ング社 が 地 元 シア トル との 問 に 形成 して い る地 域 内産 業 連

関構 造 の全 体 像 を,同 社 の航 空 宇 宙 企 業 特 有 の 雇 用 特性 お よ び生 産 の 空 間分 業

構 造 に注 口 して検 討 して きた。 本 稿 を締 め く くる に際 して,考 察 か ら得 ら れ た

結 論 を整 理 して お くこ とに したい 。

まず,資 材購 入構 造 に注 目す る と,ボ ー イ ング社 は,自 動 車 組 立 企 業 とは対

照 的 に,地 元 か ら の部 品 調 達 を ほ とん ど行 って い なか った 。 逆 に シ ア トル側 か

ら見 て も,航 空 機 部 品 以 外 で は,ボ ー イ ン グ社 の地 域 内調 達 に依 存 す る傾 向 は

ほ とん ど見 られ な か っ た。 また,サ ー ビ.ス購.入につ い て検 討す る と,資 材 購.人

:孝 よ り も地 元 調 達 比 率 は高 い も の の
,購 入 額 自体 が 限 ら れ て お り,シ ア トルの

サ ー ビス部 門 の.成長 に対 す る寄 与 は それ ほ ど認 め られ ない 。 しか し資 材 ・サ ー

29)第2表 および第3表 から筆者が推計.

..誓

茸



る
　
　
　

ぼ
　
　

ア
　
　
　

欝
箋
嚢
驚
謬

嘉

.

襲
爵蓄
籔
峯

60(498).第167,1第5・6号'

ビ ス購 入 に よ る間接 雇用 創 出 が 限定 され て い る の と は対 照 的 に,ボ ー イ ン.グ杜

の 雇 用 労働 力 ば高 賃 金 で あ る た め,シ ア トル に雇 用 労働 者 の消 費活 動 を通 じた

大 き な波 及 効 果 を生 み 出 して お り,シ ア トルの 消 費 関 連 産 業 の 成 長 を 強 く牽 引

す る役 割 を果 た して きた と考 え られ る。

以 上 の 考 察 か らは,ボ ー イ ング杜 は地 元 シ ア トル に製造 業 を育成 す る こ とは

なか った もの の,雇 用 労 働 力 の 巨大 な購 買 力 を通 じて,消 費 関連 産業 の成 長 を

もた ら して きた こ とが うかが え る。 こ の よ うな ボー イ ン グ社 が シ ア トル の産 業

構 造 に与 え て きた イ ンパ ク トを規 定 してい た の は,本 稿 の なか で 明 らか に して

きた よ うに,同 社 の資 材 ・サ ー ビス購 入 お よ び労働 力 の雇 用 形 態 の,航 空 宇 宙

企 業 と して の特 質で あ る。 この よ うに ボー イ ン グ社 は,地 元 に 数多 くの部 品企

業 を集 積 す る 自動 車 産 業,造 船 業 あ るい は電 気機 械 産 業企 業 とは大 ぎ く異 な る

経 済構 造 を 本拠 地 シ ア トル に創 出 して お り,航 空 宇雷 企 業 独 自の 「企 業 都 市 」.

を 形成 して きた と評 価 で きる ので は ない だ ろ うか 。

こ こで従 来 の 「企 業 都 市 論 」 や 「企 業 城 下 町論 」 に対 す る見 解 を述 べ て お こ.

う。従 来 の 「企 業 都 市 論 」 は,主 に 日.本の 自動車 産業 都 市 や 電 気 機 械 産 業 都 市

を 念頭 に お い て い た た め,.関 連 製 造 業 や 部 品 企業 の地 元 地 域 へ の結 集 を重 視 し

て きた 。 この よ うな議 論 に従 えば,シ ブ トルは ボ ー イ ン グ社 の 「企 業 都 市 」 で

.馨 は な い,と の見 解 もあ ろ う。 しか し筆 者 は,シ ア トル は ボ ー イ ング社 の 「企 業

都 市 」 と規 定 し うる と考 え る。 な ぜ な らば本 稿 の分 析 で 明 らか に して きた よ う

に,ボ ー イ ング社 は高 賃 金 で あ る雇 用労 働 者 の消 費支 出 を媒 介 に して,シ ア ト

ル に きわ め て多 数 の 間接雇 用 を創 出 して い るか らで あ る。 む しろ,従 来 の 「企

業 都 市 論 」 自体 が,よ り豊 か な概 念 に発 展 させ られ る必 要 が あ るの で は な い だ

ろ うか 。 本 文 中 に 「航 空 宇 富企 業 都 市 」 と してあ えて 括 弧 を付 して い るの は,

この よ うな意 図 か らで あ る。.

最 後 に残 され た 課題 につ い て触 れ て お きた い 。1990年 代 以 降 の シ ア トル は,

「冷 戦 後」 に対 応 した ボ ー イ ン グ社 の リ ス トラ クチ ャ リ ン グ に と も な い,対

ボ ー イ ング社 依存 度 を急 速 に低 下 させ つ つ あ る。 さ ら に情 報 関 連 ハ イテ ク産 業
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が 急速 に成 長す る な ど,都 市 経 済 に大 きな 構 造 変 化 が見 られ る こ とか ら,も は

や 単純 な 「航 空 宇 宙 企 業 都 市 」 とは規 定 しえ な くな って い る と考 え られ る ので

あ る5%し か し,シ ア トル の 最 新 の 動 態 を分 析 し,現 代 ア メ リカ都 市 の構 造 変

化 につ い て最 新 の像 を得 る こ と は,本 稿 の カバ ー しうる 範 囲 を超 え る 。稿 を改

め,展 開 す る こ とに したい 。

30)Markusen,A.,'BigF㎞s,LongA..,WideShQlllrlers=TheHob.and.SpokeIndustrialDs.

t【wtinf,Sea[deRしgiQべR㎎fρ 肥Z漉 読 鐸病VoL30,No.7,1993、PP.658659.


